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四日市市子ども・子育てワークショップ 
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１．ワークショップの目的                        

平成 32（2020）年度を始期とする 5年間の「第 2期四日市市子ども・子育て支援事業計画」

の策定に向けた基礎資料とすることを目的として、平成 30 年 10 月から 11 月にかけて実施し

た「子ども・子育てに関するアンケート調査」の回答者の中から協力者を募り、「子ども・子

育てワークショップ」を開催しました。 

ワークショップでは、アンケート調査では把握しきれない保護者等の生の声を聴き取るとと

もに、四日市市が「子育てしやすいまち」としてどんなまちになるとよいか、どんな取り組み

をしていくとよいかといったことについて話し合っていただきました。 

 

 

２．ワークショップの開催日時、会場、参加者数              

回 日程 時間 会場 参加者数 

第 1回 平成 31年 3月 16日(土) 午前 10時～正午 大矢知地区市民センター 13人 
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回 日程 時間 会場 参加者数 

第 2回 平成 31年 3月 16日(土) 午後 2時～4時 三浜文化会館 11人 
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回 日程 時間 会場 参加者数 

第 3回 平成 31年3月 25日(月) 午前 10時～正午 橋北交流会館 12人 
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３．ワークショップの進め方                        

ワークショップは、次のようなプログラム構成にて開催しました。 

 

プログラム構成 

アンケート調査結果について報告 

ワークショップの進め方について説明 

アイスブレイク 

セッション① 25分 

（移動） 

セッション② 25分 

（移動） 

セッション③ 25分 

全体での振り返り 

閉会 

 

4～6人を 1グループとしてメンバーを入れ替えながら、3回のセッションで 3つのテーマに

ついて話し合っていただきました。 

3つのテーマは、子育ての時期に合わせて「オギャー期（妊娠・出産～乳児期）」、「ワンパク

期（幼児期）」、「スクスク期（通園・通学期）」とし、それぞれの時期に感じた困りごとや、そ

それぞれの時期に向けた不安、また、それらの困りごとや不安に対して必要な支援、どうなっ

ていると良いかについても意見を出していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オギャー期 

ワンパク期 スクスク期 

メンバーを入れ替えながら 

3回のセッションで 

3つのテーマについて 

話し合いました 
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４．ワークショップにおける保護者の意見まとめ          

3つの会場で実施したワークショップにおいて、保護者から出された意見を項目ごとに整理し、要約したものです。 

 

 妊娠・出産について 不妊等について 
健康、医療、予防接

種について 

育児の負担感・不安

感について 
家事の負担について 

子育ての情報、相談

について 

親どうしの交流・つな

がりについて 

居場所、外出機会に

ついて 

父親の子育てについ

て 

地域での手助けにつ

いて 

オ
ギ
ャ
ー
期
（
妊
娠
・出
産
～
乳
児
期
） 

○妊娠中の入院、安静
が求められるときや
出産時に上の子ども
の面倒がみられなか
った。頼れる人がいる
と助かる。 

○妊娠中に母親が集ま
れる場があるとよい
が、産休に入るぎりぎ
りまで仕事をしていて
平日開催では参加で
きない。子育て支援
センターなどに「どう
ぞ来てください」と言
われても、実際には
行きづらい。

○不妊に対する支援が
少ない。不妊の悩み
が相談しづらい印象
がある。女性の悩み
が相談しやすい雰囲
気、場づくりができると
よい。 

○医師が少なく、病院
の待ち時間が長い。 

○予防接種がどの時期
にどの順番で打つの
かわかりづらかった。
適齢の時期に知らせ
てもらえるとよい。 

○特に一人めの育児に
ついては勝手がわか
らないため、夜中の
授乳などによる睡眠
不足も重なって、不
安とストレスでいっぱ
いになった。 

○低月齢だと外にも出
られず、孤独感もあっ
た。ちょっとの時間で
も助けが借りられると
よい。 

○育児で外に出られな
いときの配食サービ
スやネットスーパーな
どが助かった。 

○市外から転勤してくる
と、どこに行けば同年
齢の子をもつお母さ
んたちに出会えるの
かわからない。 

○ネットやアプリの便利
さを活用できるとよい
が、いろんな情報が
あって迷うこともあっ
た。特に転勤してきた
人は情報が少ない。 

○母親どうしのつながり
の場がもう少し近い
所にあるとよい。今回
のワークショップよう
な語り合いの機会が
あると気も晴れるし、
情報も得られてよい。 

○転勤族のためにまわ
りに話せる人がいな
い。子育て支援セン
ターでは毎日会わな
いと仲良くなりづら
い。 

○毎日のように子育て
支援センターに出か
けて息抜きしたり、友
だちを作ったりでき
た。しかし、なじめな
い人もいて、引きこも
りがちになる人もい
る。家から出られる場
所があるほうがよい。 

○父親が頼りにならな
かったが母親だけで
は負担だった。妊娠
期から父親としての
心構えを育てられる
とよい。 

○母親が安静にする必
要があるのに、父親
は仕事が休めない。 

○友だちどうしは却って
気兼ねするので、お
金で手助けが得られ
るほうがよい。簡単に
利用できる地区の人
のサポートがあると助
かる。 

ワ
ン
パ
ク
期
（幼
児
期
） 

  ○おやつばかりで、ごは
んを食べない。食べ
物のアレルギーのこと
なども不安になる。 

○予防接種が充実する
と良い。 

○親子二人の時間が
長くなると気が滅入
る。一人でのんびりで
きる時間がほしい。二
人め以降は先が見え
るので楽になる。 

○他の子と成長を比べ
て不安になる。 

○歩き始めるようになる
と買い物が大変にな
る。家事がはかどる
時間帯に預かりがあ
るとよい。 

○引越してきたので幼
稚園の仕組み（「プレ
保育」など）がわから
ない。 

○催しに関するホーム
ページの情報を早く
更新してほしい。 

○子の年齢が近い人と
話せると気が楽にな
る。子育て支援セン
ターでは子どもを見て
いるので強いつながり
はできない。また、グ
ループができてしまっ
ていて、入りづらいと
感じる人がいる。 

○子どもに体力がつい
てくると出かける場所
がないとつらくなる
が、子育て支援セン
ターが活用できてよ
かった。一方で、交
通面や食事・トイレな
ど外出することへの
不安もある。 

○父親が仕事を休め
ず、当てにできないの
で、むしろ当てにしな
いほうが心理的に楽
だと感じた。 

○父親が手伝ってくれ
ることが心苦しいと感
じる人もいる。 

○ファミサポは登録が
大変であるため気軽
に預けられず、金額
も高いと思う。 

○自身が体調不良時に
頼れる人がいない。 

ス
ク
ス
ク
期
（通
園
・通
学
期
） 

     ○小学校の情報などが
ない。行事などの連
絡が直前にしかこな
いので仕事の休みな
どの希望が出せな
い。ざっくりでもいいの
で、予定は早めに教
えてほしい。 

○小学校以降の子育て
の相談先がわからな
い。 

○ママ友のネットワーク
はありがたいが負担
になるときもある。割り
切ることも大切であ
る。 

○小学校に上がると親
同士のつながりを持
続するのも難しくな
る。 

○ＰＴＡなど、親の「役」
が多すぎて負担であ
るし、不安になる。 
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 発育・発達について 
しつけ、生活習慣等

について 

きょうだいの子育てに

ついて 
友だち関係について 

保育等の事業につい

て 
学童保育について 教育、学校について 遊び場について 

仕事と子育ての両立

について 
その他 

オ
ギ
ャ
ー
期
（
妊
娠
・出
産
～
乳
児
期
） 

    ○保育所に入りづらい。
障害児だとさらに入
園できる枠が少な
い。育休時に上の子
が退園しないといけな
いのも大変である。 

○少しの時間だけ預け
たいが、一時保育が
いっぱいだし、保育料
も高い。 

   ○妊娠しても仕事が忙
しく、休みづらかっ
た。時差出勤などの
制度があっても実際
には使えなかった。 

○保育料が高いので仕
事をしても割に合わ
ない。 

○出産時の交通手段
が不安だった。妊婦
タクシーに登録して安
心できた。 

○市と民間とが協働す
ることで可能性が広
がるのではないか。 

ワ
ン
パ
ク
期
（幼
児
期
） 

 ○「イヤイヤ」にどのよう
に対応したらよいかが
わからない。しかり方
も近所、周囲に気を
使ってしまう。 

○トイレトレーニングなど
がうまくできず、イライ
ラしたりプレッシャー
になったりすることが
あった。 

○ゲームや動画をやめ
させたい。それより楽
しいこと、同年代と遊
ぶことの楽しさを伝え
たい。 

○きょうだいにどう向き
合うべきか。上の子
を我慢させたり、下の
子をほったらかしにし
たりしてしまう。上の
子の行事や人の手が
足りないときに、下の
子を預けられるとよ
い。 

○きょうだいができて得
られるものもあり、３人
目が生まれてケンカ
が少なくなった。 

 ○保育園に入りづらい。
途中入園は難しい
し、求職中などの理
由では難しいといわ
れる。育休で退園す
ると情報もなく、再入
園できるかどうかもわ
からない。 

○一時保育は事前の
予約が必要で、緊急
時に利用できない。
病児保育は時間帯
が使いづらい。 

  ○安心して遊べる場所
がなく、近くに公園が
ない。あっても自由に
遊べない。気軽に遊
べる場所がほしい。 

○子どもの通院のため
に有給休暇を使って
しまい、自分のために
使えない。 

 

ス
ク
ス
ク
期
（通
園
・通
学
期
） 

○多動などの発達障害
が気になり不安にな
る。小学校に上がると
きに壁がある。ツメか
みなどの子どもの行
動にも理由があるた
め、こつこつと本人に
理由を聞くことが大切
である。 

○自己主張が出始め、
言うことを聞かなくな
ったときの対応が大
変だった。 

○朝起きられず、時間
通りに家を出ることが
できないこともある。 

 ○友だちとのかかわりが
重要だが、地域の幼
稚園だとその後のつ
ながりがあるが、バス
通園や学区の違いに
より友だちができない
こともある。 

○人とのかかわりを学
ぶために保育園に入
れたほうがよいのかど
うかが悩ましい。 

○登下校時など、子ど
もどうしのトラブルにど
う対応すべきかが分
からない。 

○地域とのつながりを考
えると公立幼稚園が
希望だが、3 歳児保
育がない。思い切っ
て働くことで、保育園
に預けることも選択肢
にしてはどうかと思う。 

○０、１歳児の定員が
足りず、待機児童が
多いと聞く。きょうだい
で同じ保育園に入れ
なかった。きょうだい
が同じでないのは大
変である。 

○園でのようすがわから
ない。バスで送迎だと
担任の先生とも会わ
ない。 

○学童保育の情報がな
く、地域による差があ
る。市が情報をまとめ
てくれるとよい。 

○学童保育に３年まで
しか通えず、それ以
上の学年はタクシー
で乗り合わせて隣の
地区の学童に向かう
ところもあると聞く。 

○学童保育は６時に迎
えに行かなければな
らないため、フルタイ
ムの勤務では預けら
れない。 

○学童保育はボランテ
ィアのイメージがあり、
災害時にきちんと対
応してくれるのかどう
か心配である。 

○小学校が遠く、大き
い道路もあるため、通
学に不安がある。 

○外遊びができる場が
ない。休日に幼稚園
や小学校のグラウンド
で遊べるとよい。 

○夏休みなど、小学校
に上がってからの仕
事との両立が不安で
ある。 

○周りが皆、習い事をし
ている。習い事をさせ
るべきかどうか迷って
いる。 

 


